
（様式１）

横浜市立大学附属市民総合医療センタ－

　件　名 研究棟・看護師宿舎建物清掃業務委託

　履行場所 横浜市南区浦舟町４丁目５７番地ほか１か所

　履行期間
　（期限） 令和　３年　４月　１日から令和　4年　３月３１日まで

　かし担保

　その他
　特約事項

　現場説明 要 月　　日 時　　分 場所

不要

金額入り  ・  金額抜き
　委託概要

研究棟、看護師宿舎の建物清掃業務及び看護宿舎の管理人業務を行うものとする。

　備　　考

委　託　設　計　書

横浜市立大学附属

受　付 担　当 市民総合医療センター 担当者 佐藤　暁美

番　号 所　属 管理部総務課施設担当 ＴＥＬ （261-5656）

（内線　8585）



（様式２）

　部分払い

する　　（ 　１２　 回以内　）しない

部分払いの基準

数量 単位

12 月

1 回

1 回

12 月

1 回

1 回

億 千 百 拾 万 千 百 十 一

　委託代金

円也

消費税及び地方消費税

合計

計

計

　看護師宿舎定期清掃 ４月～３月

　看護師宿舎窓ガラス
定期清掃

４月～３月

　研究棟窓ガラス・
病歴室棚定期清掃

４月～３月

　看護師宿舎管理・
日常清掃

４月～３月

　研究棟日常清掃 ４月～３月

　研究棟定期清掃 ４月～３月

業　務　内　容 履行予定月 単　　価 金　　額

研究棟・看護師宿舎建物清掃業務



名　　称 形状寸法等 数量 単位 単価 金額（円） 適　　要

研究棟・看護師宿舎建物清掃業務

3,021m
2 12 月 ごみ収集を含む

3,129m
2 1 回

472m
2 1 回

2,646m
2 12 月

2,728m2 1 回
多目的ホール

　を含む

414m2 1 回

1 式

計

合　　　計

　看護師宿舎管理・日常清掃

　看護師宿舎定期清掃

　看護師宿舎窓ガラス
定期清掃

　　計

消費税及び地方消費税

（様式３） 

公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター

研究棟・看護師宿舎建物清掃業務委託

　研究棟日常清掃

　研究棟定期清掃

  研究棟 窓ガラス・
　病歴棚定期清掃



１　履 行 場 所

 (1)　研究棟 南区浦舟町４丁目５７番地

 (2)　看護師宿舎 南区中村町４丁目２７４番地２

２　施設概要

 研究棟　建築面積：485m2 　　 看護師宿舎　建築面積：1,673m2

 　　 延床面積：3,181ｍ2
 　延床面積：9,497ｍ2

地上7階、鉄骨コンクリート造 　　地上7階、鉄骨鉄筋コンクリート造

３　業 務 内 容

 (1)　研究棟 ①日常清掃（２回以上／週、ごみ収集５回／週） 3,021㎡

②定期清掃（１回／年） 3,129㎡

③窓ガラス・病歴棚定期清掃（１回／年） 472㎡

④その他、汚れた箇所はその都度行う。

 (2)　看護師宿舎 ①宿舎管理・日常清掃（１回以上/週） 2,646㎡

②定期清掃(多目的ホール含む)（１回/年） 2,728㎡

③窓ガラス定期清掃（共用部　１回/年） 414㎡

④その他、汚れた箇所はその都度行う。

４　清掃回数および日時

窓ガラス定期清掃 研究棟・看護師宿舎　年１回 別途協議 8:00～17:00 網戸清掃含む

病歴棚定期清掃 研究棟　年１回 別途協議 8:00～17:00

定期清掃

別紙3「清掃作業基準表」のとお
り

別途協議 8:00～17:00
研究棟　　　　年１回

看護師宿舎　　年１回

日常清掃

別紙3「清掃作業基準表」のとお
り

病院休診日を
除く

研究棟1・７階、各階
トイレ、洗面所、湯
沸室は毎日、その他
汚れた箇所はその都
度行う。
看護師宿舎１階は毎
日、汚れた箇所はそ
の都度行う。

研究棟　　各階週２回以上 8:00～12:00

看護師宿舎　　各階週１回以上 8:00～17:00

研究棟・看護師宿舎建物清掃業務仕様書

但し、研究棟1階、7階、各階トイレ、洗面所、湯沸室は毎日行う。

清掃内容 清　掃　頻　度 実施日 作業時間帯 備　考
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５　清掃業務内容

 (1)　年間作業予定表

  　　受託者は、契約締結後すみやかに年間作業予定表を作成し、委託担当職員(以下　担当

  　職員)に提出しなければならない。

 (2)　監督責任者、従事者名簿

 　　 受託者は、監督責任者を指名し、別紙5 「従事者報告書（様式－１）」に監督責任者及

　　び従事者の氏名、年齢、性別及び従事業務に係る資格等を記載し、契約締結後、速やかに

　  担当職員へ提出すること。

 (3)　清掃作業結果報告書

　 　 受託者は、作業終了後、直ちに担当職員へ作業内容、作業箇所、使用器材、作業人員及

 　 び作業結果等連絡事項を記載保管し、別に日報を提出し検査を受けなければならない。

　　　ただし、委託者の認める場合は清掃作業結果報告書を後日提出することができる。

 (4)　監督責任者の業務

　    監督責任者は、清掃業務が常に、円滑に行われるよう、次のとおり実施しなければなら

    ない。

ア　清掃技術及び利用者に対するマナ－教育を十分に行う。

イ　個人ごとに習熟度合を記録し個人の能力に合わせた育成を行う。

ウ　各清掃業務の点検を実施し、常に最善の方法で清掃を実施するよう業務内容の見直し

　を行う。見直した結果を、担当職員に報告すること。

エ　月１回、各担当者を対象に勉強会を開催し、知識の習得や問題点の討議解決を図り、

　清掃員としての質の向上を図る。検討結果を記録し（書式は任意）、担当職員が任意に

オ　病院関係者（担当職員）より清掃評価を受け、必要により会議を行い各業務について

　の点検見直し及び問題点等の解決を図るとともに、業務水準の向上に努めること。

カ　監督責任者は、常に所在を担当職員に通知するとともに携帯電話を常時携帯（受託者

　が提供）し、連絡が取れるようにしておくこと。また、現場等に出て不在の時は必ず留

　守番電話（受託者の負担）をセットすること。

６　清掃業務注意事項

 (1)　共通事項

ア　清掃作業を実施するにあたっては、この仕様書に記載された条件を満足するに十分な

　清掃員数を配置しなければならない。

　　また、作業員を更衣室等清掃現場に合わせて厳選し、留意して清掃業務を行う。

イ　作業員が事務室等に立入り、作業を行う場合には、委託者の指定する職員へ連絡して

　行うこと。

　　また、貸与した鍵は慎重に取扱い、業務を遂行するために必要な時間と場所に限り使

　用すること。

ウ　作業実施にあたっては、常に火災、盗難及びその他の事故発生がないよう充分注意を

　払うこと。

　検討履歴を求めた場合は、速やかに提出すること。
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エ　作業の実施中に受託者の責に帰すべき事由により委託者の建物・備品等を破損したと

　きは、直ちに担当職員にその旨を通知し、その指示に従わなければならない。

　この場合において、受託者は委託者に対し賠償責任を負わなければならない。

オ　清掃作業の実施により移動した椅子、その他の物品は必ず元の位置に戻しておく。

カ　作業員は、担当職員の承認を得た場合を除き、作業中は一定の作業服を用い、名札を

　つけなければならない。

キ　清掃業務において緊急的な事態又は苦情が発生した場合は、管理責任者が速やかに状

 (2)　日常清掃、定期清掃、窓ガラス清掃、病歴棚清掃、ゴミ収集（回収）及びカーペット清

　  掃の作業要領は、別紙2「作業基準書」、別紙3「清掃作業基準表」によること。

 (3)　日常清掃及び定期清掃の作業箇所は、研究棟については別紙1「平面図」のとおりとし、

　 その他の建物については、別紙4「清掃面積表」を基準とすること。

 (4)　病歴棚の清掃は、別紙1「平面図」参照とすること。

 (5)　会議室等の床清掃は、机を移動させて行い、移動に際しては、破損等ないように十分留

  　意すること。

 (6)　看護師宿舎において、未入居のため、空部屋については新規の入寮者が入る時までは、

　  床、窓ガラス、網戸、アルミサッシ等の清掃及び悪臭対策（換気）に注意して部屋全体を

　  管理すること。

担当職員の指示に従い、臨機応変に対応すること。

７　業務条件

 (1)　費用負担

　    次の項目は、委託者の負担とするが、それ以外は受託者の負担とすること。

ア　作業員控室

イ　作業資材置場

ウ　業務に必要な水道、電気料金

エ　その他の支給品

　トイレットペーパー、石鹸、指定のゴミ袋、感染性廃棄物用容器（ミッペール）、消臭

　剤、スプレー式殺虫剤、ディスポ手袋、ディスポ帽子、手指消毒薬、ディスポマスク

 (2)　使用資材

　  　使用する清掃器具及び材料について、使用開始前に担当職員へ別紙 6「使用器具及び材

    料一覧表」（様式－２）に記入し提出すること。

      清掃に使用する消毒剤（受託者の負担）は第４級アンモニウム塩とすること。

      ワックス類・その他の薬品類は、優良良質で事前に委託者の承認を得たものとすること。

８　管理人業務内容 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 (1)　業務内容

ア　外来者及び業者（光熱水検針員含む）への対応

 (7)　研究棟については、仕様書に定められた時間外で、緊急に清掃を行う必要があるときは、

　況確認を行い、必要な処置及び手直しを行い、担当職員の確認、指導を受けること。

　　また、処置実施後の成果と効果の確認を行うなど、同種の発生防止策を考え、経緯等

　も含めて業務報告書とは別の報告書を作成すること。

ク　日常業務・定期清掃・看護宿舎空室清掃を業務日報にまとめて提出すること。(清掃

　箇所、ごみ収集した範囲がわかるものとすること。)
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イ　宅配ボックス、郵便ポストの管理（空室分の処理含む）

ウ　自治会役員業務の補助（チラシの配布、張り紙等）

エ　修理依頼等の受付

オ　空室の管理（換気・排水口の封水・清掃）

カ　入居者依頼の修繕工事立会、定期点検等の通知配布（委託者作成）、立会補助

キ　名簿作成（管理人室内ボードの更新）

ク　建物周りのごみ拾い（月～金曜日の毎日）

ケ　建物周りの雑草手入れ（適宜）

コ　引越し対応（入退寮処理）

サ 監視カメラ録画記録の閲覧等操作対応

 (2)　引越し関係

ア　退寮時の立会い ・部屋の破損状況点検

・鍵（スペアキー含む）宅配カードの返却

　部屋の説明書等回収

・玄関ドアの開閉

イ　入寮時の立会い ・入居のための前準備

・新入居者の入居誘導

・ごみ処理の方法指導・駐輪場使用する場合の誘導

・入寮時必要物品の配布

・玄関ドアの開閉

 (3)　業務従事時間等

  　　原則、土・日曜日・祝日を除く午前８時から午後５時までとする、ただし、事前に

　  委託者から要請があった時は、年間概ね５日程度土・日曜日・祝日も従事するものと

　　する。受託者は常時携帯電話を所持し、必要時に駆けつけることが可能であれば清掃

  　業務と兼務できる。

９　その他

 (1)　本業務に従事する者は、来院者及び看護宿舎居住者・外来者に対し、挨拶の徹底を

    して、言葉遣い、態度に注意し、節度ある接遇を心掛けること。

 (2)　勤務状態不良その他の理由により、従事者について委託者が不適当と認めるときは、

    委託者は受託者と従事者の変更について協議することができる。

 (3)　この仕様書、清掃基準表等に定めるほか、業務の実施に関し必要な事項は、必要に応

  　じて、双方協議して定める。

 (4)　従事者への院内感染防止対策の教育

 　   受託者は従事者が業務に由来して感染症に罹患することのないよう、また院内感染の

    媒介者にならないよう十分に注意し、現場従事者に対する院内感染対策及び健康管理に

 (5)　従事者の健康管理

　  　受託者は従事者の健康管理のため、年に１回以上健康診断を実施すること。

　　委託者からの依頼により、看護師宿舎に設置している監視カメラの録画記録の閲覧や、
　CD-R等の記録媒体に書き込みできるよう操作方法を習熟すること。また、警察等の捜査機
　関による監視カメラ映像の確認の際は、立会いを行うこと。

    関する教育等を実施すること。また、受託者に協力して感染防止に必要な情報交換を行

　　い、院内感染拡大防止に努めること。
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　　  また、受託者は一般的な健康診断の項目に加え、その受託業務内容に応じて、必要

　  な感染症検査等（ツベルクリン反応検査、Ｂ型肝炎検査、O-157保菌検査等）を実施す

    ること。なお、その結果問題ある従事者が判明した場合は、ただちに必要な措置を講じ

  　るとともに、その旨委託者に報告すること。

 (6)　院内他業者との連携

　　  必要に応じて当院に従事している他の業者と十分連絡調整を行い、協力して業務を円

　  滑に遂行できるようにすること。

 (7)　病院が行うごみの分別及びリサイクルに協力して、分別表に従い分類して委託者の指

　  定する場所に集積すること。

 (8)　病院の理念・基本方針を理解し、それを遵守して業務を遂行すること。

（9) 受託者は、契約締結後は別紙　7（本学規程の）「個人情報の保護に関する法律」「横浜市

   個人情報の保護に 関する条例及び個人情報取扱特記事項」に基づき速やかに研修を実施し、

　 誓約書（様式１)及び 実施 報告書（様式２）の提出すること。
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